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村の特産品　下北春まな漬

～村民のみなさんも是非お買い求めください♪～

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

　下桑原にある「下北山村特産物加工所」では毎年12月末から3月初めまで下北春

まな（以下「春まな」）を漬物にする作業が行われています。添加物等は一切使わず、

秘伝の方法で塩漬けされています。加工所では大量の春まなが手作業で漬けられてお

り、従業員の方 は々商品の質を落とさないように寒い中、作業を行っています。出来上がっ

た漬物は加工所内の冷凍庫で保存されます。すぐに冷凍することで解凍してもほとんど

味が変わりません。

　使用している春まなは村内全域から集められ、例年2,000kｇ分を製造しています。

漬物になった春まなは村の特産品として、きなり館の売店で販売している他、ふるさと納

税の返礼品としても扱われています。
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　新
春
早
々
の
１
月
３
日
、
若
者
の
帰

省
に
合
わ
せ
て
「
成
人
の
日
」
よ
り
も

一
足
早
く
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
と
し
て
、
内
容
を
一
部
変
更

し
短
縮
し
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
南
村
長
を
は
じ
め
来
賓

の
方
か
ら
新
成
人
へ
お
祝
い
の
言
葉
が

送
ら
れ
、
そ
の
後
新
成
人
を
代
表
し
て

橋
詰
鈴
音
さ
ん
が
、「
立
派
な
社
会
の

一
員
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
一

層
の
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　今
回
で
最
後
と
な
る
山
村
留
学
生
の

２
名
の
新
成
人
も
参
加
さ
れ
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　こ
の
日
の
誓
い
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
未
来
に
向
か
っ
て
飛
躍
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
回
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
平

成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
本
村
小
・
中
学

校
を
卒
業
し
た
10
名
と
、
山
村
留
学
生

２
名
の
計
12
名
が
対
象
で
す
。

　な
お
、出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
省
略
）

大
上
快
斗
・
尾
前
翔
曳
・
橋
詰
鈴
音
・

中
翔
眞
・
藤
田
武
蔵
・
山
口
拓
慎
・
平

史
夏
・
寒
作
美
月
・
下
垣
内
瑞
生
・
竹

本
す
ず
か

　１
月
５
日
（
水
）、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
新
春

恒
例
の
下
北
山
村
消
防
団
出
初
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
青
空
の

下
、
81
名
の
団
員
が
参
加
し
分
列
行
進

か
ら
始
ま
り
村
長
挨
拶
の
後
、
団
長
の

訓
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
消
防
庁
長
官
及
び
日
本
消
防

協
会
、
奈
良
県
知
事
等
か
ら
表
彰
さ
れ

た
団
員
へ
村
長
か
ら
伝
達
披
露
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
各
表
彰
を
受
章
さ
れ
た

方
々
に
表
彰
状
、
村
か
ら
記
念
品
等
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
下
北
山
村
議
会
議
長
、
吉

野
警
察
署
長
並
び
に
吉
野
消
防
署
長
よ

り
日
頃
の
消
防
団
活
動
に
対
し
、
激
励

と
感
謝
の
意
を
表
す
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　ま
た
、
寒
さ
厳
し
い
中
、
迫
力
の
あ

る
放
水
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　優
良
消
防
団
員
の
各
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。※

階
級
順

消
防
庁
長
官

　永
年
勤
続
功
労
章

本

　
　部

　副
団
長

　平
井

　清

第
２
分
団

　分
団
長

　奥

　博
公

日
本
消
防
協
会

　30
年
勤
続
章

本

　
　部

　副
団
長

　
岡

　道
則

奈
良
県
知
事
表
彰

第
３
分
団

　分
団
長

　大
崎

　剛

第
１
分
団

　団

　員

　杉
岡

　貴
司

奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
１
分
団

　団

　員

　中

　佐
内

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

第
３
分
団

　班

　長

　辻
本

　卓

第
１
分
団

　班

　長

　東

　成
也

第
１
分
団

　団

　員

　大
山

　光
明

下
北
山
村
長
表
彰

第
３
分
団

　班

　長

　久
保
田

　智
浩

第
２
分
団

　団

　員

　峯

　正
和

第
３
分
団

　団

　員

　仲

　怜
里

第
１
分
団

　団

　員

　仲

　遥
也

第
１
分
団

　団

　員

　中
岡

　直
也

下
北
山
村
消
防
団
長
表
彰

第
１
分
団

　団

　員

　松
本

　明

第
１
分
団

　団

　員

　森
田

　大
輔

吉
野
警
察
署
長
感
謝
状

第
３
分
団

　班

　長

　寒
作

　功
一

第
２
分
団

　団

　員

　奥

　和
也

※

階
級
は
授
与
さ
れ
た
時
点
の
も
の
で
す
。

新
春
　消
防
団
出
初
式
が

　
　
　挙
行
さ
れ
ま
し
た
！

新成人おめでとう! ～令和４年 成人式～
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下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会

令和3年12月
第４回

〔
一
般
質
問
〕

質
問
者
…
和
田
議
員

【
質
問
】
高
齢
者
福
祉
施
設
い
こ
い
の

郷
の
運
営
に
つ
い
て

　
い
こ
い
の
郷
玄
関
前
に
石
碑
が
あ
り

ま
す
。（
平
成
元
年
５
月
16
日
建
立
）

　
石
碑
に
は
、『
下
北
山
村
は
平
成
元

年
を
福
祉
元
年
と
定
め
、
こ
こ
に
施
設

「
い
こ
い
の
郷
」
を
建
設
し
高
齢
者
福

祉
対
策
の
拠
点
と
す
る
こ
と
と
し
た
健

康
で
明
る
い
村
づ
く
り
を
祈
念
し
こ
こ

に
碑
を
建
立
す
る
。』
と
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
の
議
会
定
例
会
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告
に
て
、

い
こ
い
の
郷
を
運
営
し
て
い
る
下
北
山

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
、
相
次
ぐ
職
員

の
離
職
に
よ
り
人
員
不
足
が
生
じ
、
事

業
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
入
居
者
・
職
員
・
村
民
に
と
っ

て
安
心
・
安
全
な
施
設
運
営
の
継
続
を

求
め
た
こ
と
。
ま
た
同
年
9
月
の
議
会

定
例
会
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査

報
告
に
お
い
て
、
厨
房
職
員
の
不
足
に

よ
り
入
居
者
へ
の
食
事
の
提
供
が
弁
当

で
の
対
応
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
民
間
業
者
へ

の
食
事
業
務
委
託
や
、
施
設
に
お
け
る

人
材
全
般
に
つ
い
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
募
集
も
含
め
た
人
材
確
保
を
行

い
、
運
営
業
務
の
充
実
に
繋
げ
て
頂
き

た
い
と
審
査
報
告
を
行
っ
た
が
、
そ
の

後
の
取
組
み
状
況
や
進
捗
状
況
、
弁
当

の
頻
度
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説

明
願
い
ま
す
。

【
答
え
】
田
川
副
村
長

　
高
齢
者
福
祉
施
設
は
、
地
域
福
祉
の

中
心
的
機
関
で
、
下
北
山
村
で
生
涯
生

活
す
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
施
設
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
職
員
の
配
置
状
況
は
、
常
勤

職
員
が
７
名
、
非
正
規
職
員
９
名
の
16

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
、
安

全
な
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
は
互
い

に
助
け
合
い
が
出
来
る
様
、
各
種
業
務

に
お
い
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

取
り
組
み
、
全
職
員
が
対
応
出
来
る
体

制
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の

資
格
取
得
費
用
を
補
助
し
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
質
問
の
あ
っ
た
職
員
募
集
の
取
組
み

に
つ
い
て
の
状
況
は
、
次
の
通
り
対
応

を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
２
０
１
０
年
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

の
求
人
情
報
の
提
供

②
村
広
報
へ
の
募
集
チ
ラ
シ
の
折
り
込

み
③
職
員
に
よ
る
村
民
へ
の
直
接
声
掛
け

の
実
施

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
介
護
・
厨

房
等
兼
務
職
）
の
募
集

⑤
看
護
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
訪
問

し
求
人
す
る
こ
と
を
計
画
）

⑥
奈
良
県
内
の
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力

本
部
へ
の
退
官
自
衛
官
の
求
人
の
依

頼（
訪
問
し
求
人
す
る
こ
と
を
計
画
）

⑦
条
例
・
規
則
を
改
正
し
て
、
離
島
や

過
疎
地
域
に
適
用
さ
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
緩
和
運
営
基
準
の
適
用

に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
以
降
訪
問

介
護
部
門
に
お
け
る
人
員
配
置
の
見

直
し
を
計
画

⑧
定
年
退
職
予
定
者
の
再
雇
用
、
パ
ー

ト
の
方
で
も
元
気
で
意
欲
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
年
齢
に
関
係
な
く
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
対
応

　
つ
ぎ
に
食
事
の
提
供
状
況
に
つ
い
て

は
、
８
月
末
に
常
勤
パ
ー
ト
厨
房
職
員

の
退
職
に
伴
い
、
９
月
か
ら
11
月
下
旬

ま
で
の
約
３
か
月
間
は
、
夕
食
に
限
り

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
等
外
部
か
ら
の

弁
当
提
供
が
週
の
内
５
回
（
５
日
）、

職
員
調
理
対
応
に
よ
る
提
供
が
２
回

（
２
日
）
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
業

務
体
制
を
見
直
し
11
月
下
旬
か
ら
弁
当

の
提
供
が
週
の
内
３
回
（
３
日
）
残
り

４
日
が
職
員
に
よ
る
手
作
り
対
応
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
全
て
の
食
事
提
供
の
施

設
内
対
応
が
理
想
で
す
が
、
内
部
努
力

や
、
求
人
に
よ
る
新
た
な
人
員
の
募
集

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
食
事
提
供
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
い
こ
い
の
郷
運
営
の
見
通

し
、
対
応
策
は
次
の
通
り
と
考
え
て
い

ま
す
。

①
私
自
身
が
週
１
か
ら
２
回
巡
視
訪
問

し
て
、
各
種
の
相
談
対
応
に
も
あ
た

り
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
の
醸
成

を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

②
職
員
が
全
職
種
に
柔
軟
に
対
応
出
来

る
輪
番
制
度
を
取
り
入
れ
て
業
務
の

効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
い
こ
い
の
郷
に
お
け
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
募
集
へ
の
応
募
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
採
用
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

④
将
来
的
に
、
厳
し
い
人
材
難
が
引
き

続
い
て
い
く
場
合
は
、
給
食
調
理
の

外
部
委
託
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

考
え
て
行
き
ま
す
。

【
答
え
】
南
村
長

　
い
こ
い
の
郷
は
高
齢
者
の
為
の
重
要

な
拠
点
施
設
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
運

営
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
施
設

に
今
後
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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　11
月
３
日
（
水
）、
内
閣
府
よ
り
令

和
３
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ

れ
、
本
村
か
ら
は
森
田
榮
福
さ
ん
が
消

防
功
労
に
よ
り
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受

章
さ
れ
、
１
月
14
日
役
場
に
て
伝
達
式

を
行
い
ま
し
た
。

　森
田
さ
ん
は
昭
和
47
年
１
月
に
消
防

団
に
入
団
し
、
令
和
２
年
３
月
に
退
団

す
る
ま
で
の
約
48
年
間
に
わ
た
り
消
防

団
活
動
に
精
励
さ
れ
、
特
に
平
成
22
年

か
ら
10
年
間
は
消
防
団
本
部
の
副
団
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
て
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。

　村
民
さ
ん
は
利
用
料
無
料
！
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
る
仕
事
場
で
す
。
学
生

さ
ん
も
大
歓
迎
！
宿
題
や
作
業
に
集
中

し
た
い
時
に
最
適
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

最
近
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
毎
日
焚
い
て
い

る
の
で
、
暖
を
と
り
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
♪

　営
業
時
間
：
９
時
～
17
時

　営
業
日
：
火
曜
～
金
曜
日

　
　（
都
合
に
よ
り
臨
時
休
業
あ
り
）

　個
室
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
事

前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
こ
ち
ら

☎
９

－

０
０
１
４

　「
む
ら
ん
ち
」
は
将
来
、
村
に
移
住

を
検
討
し
て
い
る
人
や
、Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
人
、
村
に
貢

献
し
た
い
学
生
た
ち
が
宿
泊
で
き
る

「
移
住
交
流
体
験
施
設
」
で
す
。
村
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
４
月
か
ら
運
営
を
開
始
し
、
移

住
検
討
者
が
８
名
、
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用

者
が
35
名
、
大
学
生
が
13
名
で
、
合
計

56
名
の
方
々
が
宿
泊
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
む

ら
ん
ち
に
宿
泊
し
な
が
ら
、Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
で
仕
事
を
す
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。　利

用
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
地
域

振
興
課
ま
で
。

　
　☎
６

－

０
０
０
１

　１
月
25
日
（
火
）、
中
門
サ
ダ
コ
さ

ん
が
百
歳
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。　当

日
は
、
い
こ
い
の
郷
で
入
居
者
の

み
な
さ
ん
に
も
一
緒
に
お
祝
い
し
て
も

ら
い
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　中
門
さ
ん
は
、
現
在
下
北
山
村
の
最

高
齢
者
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

秋
の
叙
勲

　森
田
榮
福
さ
ん
が

「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

む
ら
ん
ち

中
門
サ
ダ
コ
さ
ん
に

　
　
　百
歳
祝
い
金
交
付

BIYORI コワーキングスペース

移住体験で２週間滞在されたご家族

　ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い

自
治
体
に
寄
付
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で

す
。
寄
付
を
す
る
と
、
寄
付
金
の
使
い

道
を
選
べ
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
特
産
物
な

ど
が
返
礼
品
と
し
て
も
ら
え
ま
す
。
寄

付
額
の
う
ち
２
，
０
０
０
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
住
民
税

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　下
北
山
村
で
も
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

あ
る
返
礼
品
を
用
意
し
、
全
国
の
皆
様

に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
５
月
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
１
名
を
新
た
に
担
当
者

と
し
て
採
用
。
さ
ら
に
12
月
か
ら
は
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
運
用
も
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
寄
付
額
増
を
目
指

し
ま
す
。

　今
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
12
月
末

時
点
で
１
，３
２
０
件
、３
６
，８
０
３
，

０
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　今
年
度
４
月
か
ら
12
月
で
事
業
者
数

は
、13
事
業
者
か
ら
19
事
業
者
に
増
え
、

登
録
返
礼
品
数
は
、
39
品
か
ら
88
品
に

な
り
ま
し
た
。
村
外
に
住
む
親
戚
や
お

知
り
合
い
の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　今
年
度
追
加
し
た
返
礼
品
を
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
　写
真
撮
影
：
村
島

下北山村ふるさと納税

ルアーセット
（カーブの店）

バス釣りガイド
（山岡計文）

焚きつけ薪セット
（はし吉）

あまごの燻製
（きなり館）
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　上
北
山
村
・
下
北
山
村
合
同
で
近
畿

税
理
士
会
吉
野
支
部
所
属
の
税
理
士
に

よ
る
、
確
定
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。　税

理
士
に
申
告
書
の
書
き
方
を
無
料

で
相
談
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
18
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
休
憩
時
間
）

【
場
所
】
上
北
山
村
役
場

【
担
当
】
近
畿
税
理
士
会

　
　
　
　吉
野
支
部
所
属
の
税
理
士

【
費
用
】
無
料

【
注
意
】
株
式
等
の
譲
渡
、
土
地
建
物

等
の
譲
渡
、
山
林
の
譲
渡
、
相
続
税
、

贈
与
税
に
つ
い
て
の
申
告
は
取
り
扱
っ

て
い
ま
せ
ん
。
別
途
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

住
民
課

　☎
６
‐
０
０
０
１

【
説
明
内
容
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
（
基
礎
編
）

《
こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
》

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
い
う
言
葉
を
初

め
て
聞
い
た
方

・
制
度
全
体
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
方

【
日
時
】

①
２
月
17
日

②
３
月
10
日

③
３
月
24
日

④
３
月
30
日

い
ず
れ
も
、
14
時
～
15
時

【
場
所
】

吉
野
納
税
協
会
（
２
Ｆ
会
議
室
）

吉
野
町
大
字
丹
治
２
０
０
番
３

【
定
員
】
15
名
（
要
予
約
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

説
明
会
は
電
話
予
約
制
で
す
。
１
週

間
前
ま
で
に
予
約
願
い
ま
す
。

吉
野
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
７
４
６
‐
３
２
‐
１
５
８
３（
直
通
）

　令和４年１月末からマイナンバーカードをお持ちでない75歳以上（令和３年10月31日時点）
の方を対象に、マイナンバーカードの申請に必要なＱＲコード付き交付申請書が、奈良県後
期高齢者医療広域連合から順次送付されます。
　役場では、無料で顔写真の撮影を行っており、申請の際に必要書類をお持ちいただくと、
郵送でカードを受取っていただける制度がございますので、ぜひこの機会に、マイナンバー
カードの申請をお願いいたします。
※マイナンバーカードを申請・取得されている場合でも、ご案内が行き違いで届く場合がご
ざいますが、改めてマイナンバーカードを申請する必要はありません。

マイナンバーカードとは
マイナンバー（個人番号）のほかに、氏名・住所・生年月日・性別が記載されており、マ
イナンバーの提示と本人であることの確認が１枚でできる唯一のカードです。

お問合せ　住民課　☎６－０００１

個人番号カード交付申請書をお届けします！
マイナンバーカードをお持ちでない方へ

税
理
士
に
よ
る
上
北
山
村
・

　下
北
山
村
合
同
確
定
申
告

　
　
　相
談
会
を
開
催
し
ま
す

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　説
明
会
を

　
　
　
　開
催
し
ま
す
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（別添１） 

  吉吉野野税税務務署署かかららののおお知知ららせせ  

○ 令和３年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、２２月月  1166  日日((水水))かからら３３月月  1155  日日((火火))

までです。 

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、確定申告会場の混雑緩和を図る観点か

ら、確定申告会場への入場には、「「入入場場整整理理券券」」がが必必要要となります。 

入場整理券の配付方法は２通りあります。 

確定申告会場での当当日日配配付付又はオオンンラライインン（（ＬＬＩＩＮＮＥＥ））ででのの事事前前発発行行となります。 

なお、当当日日配配付付はは、、状状況況にによよりり早早めめにに配配付付をを終終了了すするる場場合合ががあありりまますすのでご了承ください。 

〇 確定申告会場では、長長時時間間おお待待ちちいいたただだくくことがあります。 

〇 「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。 

〇 ３７．５度以上の発熱が認められる場合等は、入場をお断りさせていただきます。 
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下北山村育ちの
ジャバラサラダ

FacebookYouTube Instagram Twitter

　こんにちは！ふるさと納税とBIYORI担当の村島みどりです。昨年５月から着任して、
おかげさまで早くも９か月が過ぎました。BIYORIの管理と、ふるさと納税の事業者サ
ポート・情報発信を主におこなっています。ふるさと納税の振興は、そのまま村の特
産品や事業者の活性化につながる仕事で、大変やりがいを感じています。いつも村民
のみなさまに助けていただきながら仕事をしています。ありがとうございます!!
　下北山村ふるさと納税のFacebook、Instagram、Twitterを令和３年８月に開設し、
随時更新中！今年はYouTubeで特産品を紹介する動画を少しずつUPしていく予定で
すので、よろしければご覧ください♪

今月号は村島が
担当します。協力 支援員隊 のと つぶやきその100

　
年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
暦
の
上
で

は
す
で
に
春
を
迎
え
て
い
ま
す
ね
。
今
年

も
ど
ん
な
美
し
い
桜
を
拝
め
る
の
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
寒
さ

は
厳
し
い
で
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室
★
第
２
弾
★

　
大
人
気
企
画
で
す
！
皆
さ
ん
の
大
好
き

な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
音

楽
を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な

人
、皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

聞
く
だ
け
の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
！

【
日
時
】
３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
下
北
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー
　

☎
６

－

０
０
１
５

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

★
18
歳
以
上
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加

接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て

　
２
回
目
接
種
終
了
か
ら
７
か
月
経
過
し

た
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
追
加
接
種

（
３
回
目
接
種
）
を
実
施
し
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
接
種
券
と
共
に
接
種
日
を
個

別
通
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種
券
等

紛
失
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
接
種
券
及
び
個
別
通
知
は
村
内
に
住
所

の
あ
る
方
の
み
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

・
３
月
２
日
（
水
）
15
時
〜
18
時

・
３
月
３
日
（
木
）
15
時
〜
18
時

・
３
月
６
日
（
日
）
９
時
〜
12
時

※

日
程
変
更
等
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

２
月
７
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※

接
種
券
は
追
加
接
種
の
時
期
が
近
く

な
っ
た
方
か
ら
順
次
郵
送
し
て
い
ま

す
。
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て
く
だ
さ
い
ね
！

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室
★
第
２
弾
★

　
大
人
気
企
画
で
す
！
皆
さ
ん
の
大
好
き

な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
音

楽
を
愛
す
る
人
、
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な

人
、皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

聞
く
だ
け
の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
！

【
日
時
】
３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
12
時

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
下
北
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー
　

☎
６

－

０
０
１
５

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

★
18
歳
以
上
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加

接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て

　
２
回
目
接
種
終
了
か
ら
７
か
月
経
過
し

た
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
追
加
接
種

（
３
回
目
接
種
）
を
実
施
し
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
接
種
券
と
共
に
接
種
日
を
個

別
通
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種
券
等

紛
失
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※

接
種
券
及
び
個
別
通
知
は
村
内
に
住
所

の
あ
る
方
の
み
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

・
３
月
２
日
（
水
）
15
時
〜
18
時

・
３
月
３
日
（
木
）
15
時
〜
18
時

・
３
月
６
日
（
日
）
９
時
〜
12
時

※

日
程
変
更
等
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

２
月
７
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※

接
種
券
は
追
加
接
種
の
時
期
が
近
く

な
っ
た
方
か
ら
順
次
郵
送
し
て
い
ま

す
。

第
５
回
　
胃
癌
・
大
腸
癌

　少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
末
ま
で
は
一
旦
落
ち
着
い
て
い
た
コ

ロ
ナ
が
再
び
感
染
拡
大
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
早
く
落
ち
着
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　さ
て
本
題
で
す
が
、
私
は
昨
年
度
ま

で
は
外
科
医
と
し
て
働
い
て
お
り
、
毎

日
手
術
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
特

に
消
化
器
、
肝
臓
、
膵
臓
等
の
領
域
が

専
門
で
あ
り
、
今
回
は
そ
の
分
野
の
中

か
ら
私
が
よ
く
遭
遇
し
た
胃
癌
、
大
腸

癌
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

胃
癌　胃

は
袋
状
の
器

官
で
み
ぞ
お
ち
の

裏
側
あ
た
り
に
あ

り
、
食
事
を
消
化

す
る
最
初
の
臓
器

で
す
。
胃
癌
は
胃

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

の
内
側
の
粘
膜
か
ら
発
生
し
ま
す
。

　近
年
、
胃
癌
の
原
因
の
多
く
が
ピ
ロ

リ
菌
と
い
う
細
菌
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
に

よ
る
と
、
飲
み
薬
で
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌

す
る
と
胃
癌
の
リ
ス
ク
が
40
～
60
％
ま

で
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

院
で
も
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
、
除
菌
は

行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

症
状

　胃
癌
は
初
期
に
は
無
症
状
の
こ

と
が
多
く
、
進
行
し
て
く
る
と
胃
（
み

ぞ
お
ち
）
の
痛
み
・
不
快
感
・
違
和
感
、

胸
や
け
、
吐
き
気
、
食
欲
不
振
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
胃
癌
か
ら
出
血

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
貧
血
や
黒

い
便
が
発
見
の
き
っ
か
け
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

治
療

　数
十
年
前
ま
で
は
癌
は
す
べ
て

手
術
で
切
除
し
て
い
ま
し
た
が
、
技
術

の
発
展
に
よ
り
、
早
期
胃
癌
は
胃
カ
メ

ラ
で
切
除
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
進
行
癌
に
な
る
と
手
術

に
な
り
ま
す
。
手
術
も
以
前
は
お
腹
を

大
き
く
開
け
る
開
腹
手
術
が
中
心
で
し

た
が
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
で
腹
腔
鏡
手
術

が
普
及
し
、
0.5
～
１
㎝
程
度
の
小
さ
な

傷
４
、
５
か
所
で
手
術
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
場
で
見
て
い
て
も

術
後
の
傷
の
痛
み
な
ど
の
患
者
さ
ん
の

負
担
は
開
腹
手
術
よ
り
も
明
ら
か
に
軽

い
と
感
じ
ま
す
。
多
く
の
手
術
が
腹
腔

鏡
で
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高

度
進
行
癌
の
場
合
は
開
腹
手
術
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　更
に
進
行
す
る
と
手
術
が
難
し
い
状

態
と
な
り
、
抗
が
ん
剤
治
療
等
も
行
い

ま
す
。

大
腸
癌

　大
腸
は
腸

の
内
容
物
か

ら
水
分
を
吸

収
し
て
固
形

の
便
に
し
、

肛
門
か
ら
排

泄
す
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。
大
腸
癌
も
大
腸
の
内
側

の
粘
膜
か
ら
発
生
し
ま
す
。

　大
腸
癌
の
原
因
と
し
て
は
、
高
齢
化

や
食
生
活
の
欧
米
化
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

症
状

　大
腸
癌
も
早
期
に
は
症
状
は
な

い
こ
と
が
多
く
、
進
行
す
る
と
血
便
、

便
通
異
常
（
便
秘
・
下
痢
）、
腹
痛
、

便
の
狭
小
化
（
便
が
細
く
な
る
こ
と
）、

体
重
減
少
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

治
療

　胃
癌
と
同
じ
く
、
早
期
で
は
大

腸
カ
メ
ラ
で
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
大
腸
癌
は
ポ
リ
ー
プ
か
ら

癌
化
す
る
こ
と

も
多
く
、
カ
メ

ラ
で
将
来
癌
化

す
る
種
を
切
除

し
予
防
す
る
こ

と

も

可

能

で

す
。
進
行
癌
の

場
合
は
、
手
術

と
な
り
、
場
合

に
よ
り
抗
が
ん

剤
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
と
め

　胃
癌
と
大
腸
癌
は
治
療
法
が
似
て
お

り
、
早
期
で
発
見
で
き
た
場
合
は
胃
・

大
腸
カ
メ
ラ
で
切
除
可
能
で
す
。
カ
メ

ラ
で
の
切
除
は
手
術
と
違
い
、
お
腹
を

切
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
胃
や
大
腸
の

内
側
を
薄
く
切
り
取
る
だ
け
な
の
で
ほ

と
ん
ど
痛
み
も
伴
わ
ず
、
治
療
後
も
特

に
苦
し
ま
な
い
方
が
多
い
で
す
。

　し
か
し
、
進
行
し
手
術
に
な
っ
た
際

は
、
傷
が
小
さ
い
腹
腔
鏡
手
術
と
い
え

ど
、
や
は
り
痛
い
で
す
。
開
腹
手
術
は

言
わ
ず
も
が
な…

。
ま
た
、
胃
・
大
腸

を
大
き
く
切
除
す
る
こ
と
も
多
く
、
退

院
後
の
日
常
生
活
、
食
生
活
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
し
ま
す
。

　で
す
の
で
、
手
術
よ
り
も
カ
メ
ラ
で

の
治
療
の
方
が
患
者
さ
ん
は
楽
で
す
。

カ
メ
ラ
で
治
療
を
行
う
確
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
癌
の
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。人
間
ド
ッ
ク
や
１
～
２
年
に
一
度
、

胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
る
こ
と
で
早

期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　見
つ
か
っ
た
時
に
は
癌
が
全
身
に
転

移
し
、
手
術
す
ら
で
き
な
か
っ
た
方
も

た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
早
め
に
発

見
で
き
る
ほ
ど
、
ご
本
人
に
と
っ
て
も

楽
な
治
療
が
可
能
で
す
の
で
定
期
検

診
・
人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。

下
北
山
村
診
療
所

　根
津
大
樹

大腸癌手術のお腹の傷
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キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
が
村
内
啓
発

　村
内
の
役
場
・
事
業
所
を
キ
ッ
ズ
ポ

リ
ス
（
保
育
所
の
子
ど
も
に
よ
る
お
ま

わ
り
さ
ん
）
が
訪
問
し
、
１
１
０
番
を

正
し
く
利
用
す
る
よ
う
に
、
元
気
な
声

で
声
か
け
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　１
１
０
番
は
緊
急
時
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

駐在さん通信駐在さん通信

特
殊
詐
欺
増
加
中

　奈
良
県
内
の
令
和
３
年
中
の
被
害
件

数
は
１
０
１
件
（
う
ち
高
齢
者
87
件
）、

被
害
額
は
約
３
億
３
，
５
０
０
万
円
で

し
た
。

　ま
た
、
最
も
多
か
っ
た
手
口
は
、
犯

人
が
役
場
職
員
を
名
乗
っ
て
介
護
保
険

料（
医
療
費
）の
還
付
金（
払
い
戻
し
金
）

が
あ
る
と
騙
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」
と
い

う
手
口
で
し
た
。Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、

還
付
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　詐
欺
の
入
り
口
は
固
定
電
話
で
す
。

留
守
番
電
話
や
電
話
の
防
犯
機
能
を

使
っ
て
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
一
人
で

悩
ん
だ
り
、
す
ぐ
に
金
融
機
関
に
向
か

わ
ず
、
警
察
や
家
族
、
ご
近
所
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
ご
注
意
を

　奈
良
県
内
の
令
和
３
年
中
に
発
生
し

た
人
身
事
故
件
数（
け
が
の
あ
る
事
故
）

は
、２
，９
３
７
件
、死
者
数
は
39
人（
う

ち
高
齢
者
は
23
人
）、
物
損
事
故
件
数

は
、
３
４
，
３
７
７
件
で
し
た
。

　人
身
事
故
、
死
者
数
、
物
損
事
故
は

い
ず
れ
も
令
和
２
年
か
ら
増
加
し
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
は
日
々
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
大
き
な
事

故
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
普
段
か

ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
に
乗
れ
ば
す
ぐ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
、
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
。

●
速
度
は
控
え
て
、
交
差
点
や
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
一
旦
停
止
・
減
速
。

●
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
夕
方
か
ら
夜
間
は
交
通
事
故

が
多
く
発
生
す
る
時
間
帯
で
す
。

　自
動
車
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め

の
点
灯
や
対
向
車
両
・
前
方
車
両
が

い
な
い
と
き
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効

活
用
し
、
少
し
で
も
は
や
く
歩
行
者

や
野
生
動
物
を
発
見
し
て
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　他
に
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
歩
等

で
少
し
で
も
薄
暗
い
、暗
い
時
間
帯
は
、

必
ず
反
射
材
を
着
け
て
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　特
殊
詐
欺
や
交
通
事
故
以
外
に
も
、

身
近
に
家
の
中
で
の
自
己
転
倒
や
、
火

の
不
始
末
か
ら
の
火
災
等
、
特
に
寒
い

時
期
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

各
自
で
普
段
か
ら
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
事
件
や
事
故
に
注
意
し
て
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

№776 R４（2022）.２ （　　　）〈広報　下北山〉 10



ぶ
ん

おい
お
に

お
に

お
にし

ら

お
も

だ
い

じ
か
ん
が

ま
め

か
ん
が

だ

せ
つ

　住宅用火災警報器の電池の寿命は、一般的なもので約

10年と言われています。「電池切れなら、電池を交換す

れば良いのでは？」と思われるかもしれませんが、古く

なると本体内部の電子部品の劣化により火災を感知しな

くなるおそれがあります。

　お宅の住宅用火災警報器は設置されてから何年経って

いますか？この機会に確認してみましょう。

　電池を交換しても作動しない場合は、機器本体の故障

が考えられます。

　いずれにしましても奈良県広域消防組合では、設置後

10年を目安に本体の交換をおススメしています。

メンテしましょう！
住宅用火災警報器

吉野消防署　☎0746-32-1011

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
12
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　３
２
１
件

納
税
金
額

　７
，
４
４
６
，
０
０
０
円

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

久
保
利

　時

　男 

さ
ん
（
上
桑
原
）

十
二
月
二
十
四
日 

逝
去

　　

享
年
九
十
一
才

三
重
県
紀
宝
町
（
12
月
27
日
）

久
保
利

　隆
弘

　さ
ん

下
桑
原
（
１
月
18
日
）

龍
巖
寺
梅
花
講

　さ
ん

寺
垣
内
（
１
月
20
日
）

正
法
寺
梅
花
講

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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二度漬け前に行う「塩もみ作業」

塩もみ後の春まな

冷凍保存された商品

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和３年12月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

27）
12）
15）
　10）

人　口
男
女
世帯数

832人
388人
444人
531戸

先月比
3）
2）
1）
1）

（－
（－
（－
（－

村の特産品　下北春まな漬

～村民のみなさんも是非お買い求めください♪～

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

　下桑原にある「下北山村特産物加工所」では毎年12月末から3月初めまで下北春

まな（以下「春まな」）を漬物にする作業が行われています。添加物等は一切使わず、

秘伝の方法で塩漬けされています。加工所では大量の春まなが手作業で漬けられてお

り、従業員の方 は々商品の質を落とさないように寒い中、作業を行っています。出来上がっ

た漬物は加工所内の冷凍庫で保存されます。すぐに冷凍することで解凍してもほとんど

味が変わりません。

　使用している春まなは村内全域から集められ、例年2,000kｇ分を製造しています。

漬物になった春まなは村の特産品として、きなり館の売店で販売している他、ふるさと納

税の返礼品としても扱われています。

令和4年  成人式
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